
⑨教職員の業務の精選。

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

（１）教育課程

教育目標の具現化に向けて、
校務分掌の垣根を越えて課
題を共有、解決できる場を設
定する。

・学校評価検討委員会を計画・運営す
る。その中でそれぞれの分掌の現状と
課題を集約し、共有・検討できるような教
育課程の立案、施行、評価を行う。
・各分掌の業務内容を精査して業務改
善を行い、年度当初の引き継ぎが確実
に行えるような体制作りをする。また、職
員会議においては、部会を有効に活用
し、提案及び協議内容を精査し、スリム
化をはかる。
・教職員用のマニュアルを作成し、全職
員が共通理解をはかりつつ指導にあた
る。
・兵庫型教科担任制については、本校
の課題並びに児童の実態に合わせて実
施できるよう配慮していく。

・学校評価検討委員会を適宜
開催し、①今年度の重点目標、
具体的施策の検討②成果と課
題、改善策の検討③来年度重
点目標の設定を行い、教育目
標の具現化に役立てる。
・学校評価アンケートの教育課
程の項目が昨年度を上回る。
・教職員用内部アンケートで、
「各分掌・職員会議などにおい
て業務改善がなされたか」の
「はい」の割合が過半数。 B

（成果）
・学校教育目標・重点目標を意識して教育活動に取り組むことが
できた。
・学校評価児童アンケートの項目
　「学校行事は楽しいですか」で肯定的な意見が94％（前年度
95％）
  学校評価保護者アンケートの項目
　「お子さんは楽しく学校に行っていますか」で肯定的な意見が
94％（前年度95％）
　「お子さんは学校行事に楽しく参加していますか」で肯定的な
意見が97％（前年度97％）
で、前年度と同等であった。
・教職員用内部アンケートで、「各分掌・職員会議などにおいて
業務改善がなされたか」で肯定的な意見が82％であった。
・兵庫型教科担任制については、５・６年で年間を通して実施し
た。年度当初に教科担任制を意識した時間割をしたため、ス
ムーズに実施できた。
（課題）
①学校評価児童アンケートの項目
　「学校は楽しいですか」で肯定的な意見が86％(前年度89％)で
あった。
②職員会議、研修については新たな問題への対応や教職員の
スキルアップのため時間・回数が長くなっている。

（課題改善）
①学校を楽しいと感じる児童が90%を上回るように、児
童が自己肯定感を高められるような取り組みを進めて
いく。
②部会、職員会議、職員朝礼のあり方や持ち方につい
て検討し、業務改善につなげる。

・おおむね昨年度並みということで、次年
度も維持、向上につながるように課題分
析をしっかりとし、取り組んで欲しい。
・学校行事だけでなく、学校に行くこと全
てが楽しいと思える取り組みを期待してい
る。
・教職員全員が同じ目線に立って教育を
行っていくことが大切。教職員用マニュア
ルを作成し、「教育課程の見える化」とし
て推進していけばよいと感じる。
・働き方改革を意識して、過去にとらわれ
ない発想で、会議・研修の効率化を考え
てもよいのではないかと考える。

（２）学習指導

・伝え合いひびき合う学びを
めざして、「聴く」「話す」「話す
ための書く」力を育成するた
めの手立てを研究する。
・子どもたちの思考を深める
ために、交流の場を活性化す
る手立てを追究する。

・交流の場を活性化するために、単元
チェックシートの「交流の場（ペア、グ
ループ、全体など）の設定や工夫」に重
点を置き、日々の授業に取り組む。
・交流課題や子どもの発言の焦点化な
ど、交流の場の設定や工夫を論点に、
校内授業研究会を行う。
・単元構想の「スリム化」「焦点化」をめざ
して、教材研究する。
・ミニ講座を実施する。
・笹原タイムの内容の精査を行う。

①学校評価教師アンケート、
「本校の教師は『伝え合いひび
きあう学び』を目指した授業を
実践している」の肯定的意見の
割合が6割をこえる。
②学校評価児童アンケート、
「学校の授業はわかりやすいで
すか」の肯定的意見の割合が
を85％を越える。 B

（成果）
・学校評価教師アンケート、「本校の教師は『伝え合いひびきあう
学び』を目指した授業を実践している」の割合は、「はい」が１
０％（前年度３７％）、「どちらかと言えばはい」が８４％（前年度６
３％）であった。肯定的意見は９割を越え、目標は達成していた。
・学校評価児童アンケート、「学校の授業はわかりますか」の「は
い」は５７％（前年度５６％）、「どちらからといえばはい」の割合
は３６％（前年度３９％）、肯定的意見が９割を越え、目標は達成
していた。
（課題）
評価アンケートでは肯定的意見が多かったが、研究アンケートで
は今後の課題も挙げられていた。
①授業の山場に入っていくための「二つ目の問い」の共通認識
がまだ確かなものになっていない。
②他教科研究の取り組みや事後指導の内容が、共有されてい
ない。

学校評価教師アンケート、「本校の教師は『伝え合いひ
びきあう学び』を目指した授業を意識している」における
否定的意見の割合（今年度６％）を減らしていくために
も、「伝え合いひびきあう学びを目指す」ための方策を
改良、また周知徹底していくことが必要となる。
（課題改善）
①多様な学習活動に対応するためには、山場やそれに
至る道筋の一般化や汎用化が必要となる。
②校内研や他教科研究などの取り組みを、個人から全
体に広げ、若手を中心とした全体の指導技術向上が必
要である。

・「伝え合い、ひびきあう学び」は教育の
最も大きな目標の一つ。うまくいった事例
を研究し、その根幹の一般化や汎用化を
マニュアル化し、作成を目指すべきだと思
う。
・授業のはじめに「めあて」や「目標」など
を示して進めており、アンケートでも肯定
意見が多い。今後も継続して欲しい。
・教科増や指導要領の改訂があるので、
クラス・学年をまたいだ情報交換や取り組
みを教師間で活発に行ってもらいたい。
・ベテランから若手への教え方の伝承も
加速して行っていって欲しい。

（３）生活指導

学校・地域・家庭での児童の
生活が円滑に楽しく過ごせる
ように、学校・地域・保護者・
関係機関とコミュニケーション
を取り、連携を図っていく。

・学年、生活指導部会、学校全体で、児
童の実態把握、指導の共通理解を図
る。
（学校月目標の設定、笹っこのきまり等）
・年３回生活改善週間、いじめ・スマホア
ンケートを設け、実態把握を行い、小中
連携し、改善に取り組む。
・職員研修を行うことで、いじめ対策や
児童への指導の仕方を共通理解する。
・HPなどを有効活用し、地域にも啓発し
ていく。

・問題行動の未然防止、早期発
見に努め、児童が学校に楽しん
で登校できるようにする。
・不登校、不登校傾向の児童へ
の早期発見・対応で、それぞれ
の児童に合った対応をする。
・保護者アンケートの「学校はい
じめ問題に適切に取り組んでい
ますか」の「はい」「どちらかとい
えばはい」の回答が昨年度を下
回らないようにする（昨年度６
９％）

B

(成果）
・問題行動の未然防止、早期発見に努め、児童が学校に楽しん
で登校できた。
（教職員アンケートで９１％の職員が「本校は問題行動が起きた
とき、組織的に対応できている」と答え、組織的対応を実感して
いる。)
・不登校、不登校傾向の児童への早期発見・対応で、それぞれ
の児童に合った対応をした。（昨年度不登校児童６人⇒今年度５
人　３月現在）
・保護者アンケートの「学校はいじめ問題に適切に取り組んでい
ますか」の「はい」「どちらかといえばはい」の回答が昨年度と同
等であった。（昨年度６９％今年度６７％内「わからない」２４％）
（課題）
・連絡体制の不備等の反省があるので今後改善を図る必要があ
る。

（課題改善）
・問題行動の未然防止、早期発見については教師間の
情報共有を今後も密にして組織として対応する。その中
で、児童が安心して登校できる環境を整備する。
・校内連携を強化するとともに専門機関とも情報を共有
して今後も対応していく。
・今後も職員間で研修を行い、いじめ対策や児童への
指導の仕方を共通理解する。また、保護者と丁寧に情
報を共有し問題解決に努める。

・不登校児が年々減少している事は、学
校・教師の取り組みが成果をなしている。
・職員研修などを通じて、職員全体の意
識の共有・向上をさらに推進していっても
らいたい。
・対応が後手後手にならないように、早期
に相談や説明を心がけ、担任が一人で悩
まないようにして欲しい。

（４）安全管理

・地震・火災・不審者遭遇時、
児童が自分で判断し、命を守
るための行動をとることがで
きるようにする。
・交通マナーを守って登下校
ができるようにする。

・地震予告なし訓練を実施する。その
際、事前指導で命を守るための適切な
行動を考えさせるとともに、訓練に真剣
に取り組めるよう指導を工夫する。
・「安全だより」を発行し、避難訓練や交
通マナーの指導について、家庭と連携し
て取り組んでいく。
・生活指導部と連携し、校内の歩き方に
ついて全職員が共通認識を持って指導
にあたる。また、地域のと連携し交通マ
ナーの向上をはかる。

・学校評価児童アンケート「もし
火事や地震にあったり、ふしん
者に出会ったりしたら、先生が
いなくても身を守る行動がとれ
ますか」の項目で、「はい」「どち
らかといえばはい」と回答した
割合の合計が８５％を上回る。
かつ、訓練に真剣に取り組むこ
とができる。
・学校評価児童アンケート「学校
の廊下や道路では、右側を広
がらずに歩くことができている」
の項目で、「はい」「どちらかとい
えばはい」と回答した割合の合
計が８０％を上回る。

B

(成果）
・学校評価児童アンケートの項目「もし火事や地震にあったり、
ふしん者に出会ったりしたら、安全な行動がとれますか」
で肯定的な意見が９４％（前年度９６％）で、前年度と同等であっ
た。
（課題）
・学校評価児童アンケートの項目「学校のろう下では右側を、通
学路では広がらずに歩くことができていますか」で肯定的な意見
が７１％（今年度新設項目）にとどまり、休み時間や登下校の様
子からは、実際はさらに少ないように見える。

（課題改善）
・廊下や通学路の歩き方については、引き続き生活指
導部と連携し教職員で意識を統一して指導する。また、
来年度より「生活委員会」を発足させ、児童とともに安全
な歩き方の啓発に取り組む。

・登下校を含め、右側通行のルールを
しっかりと指導してほしい。廊下の表示の
工夫などで、低学年のうちから習慣化で
きるような取り組みをしてほしい。
・校庭に道路レーンを表示し、自動車や
自転車を持ち込んで安全教室などを行っ
てはどうか。
・「予告なし訓練」はとっさの場合のベスト
な対応に役立つとても重要なこと。
・家庭の協力も不可欠のため、ＰＴＡの協
力も得ながら啓発を促していくことも必
要。

（５）保健管理

｢早寝・早起き・朝ごはん｣等
の基本的生活習慣の定着を
はかる。
口腔内の健康の保持増進を
はかる。

・児童の生活習慣アンケート結果や健康
診断結果をもとに、ほけんだより、ホー
ムページ、個人懇談会などを利用して保
護者への啓発を実施し、学校放送、児
童集会、児童保健委員会等を利用して、
児童への効果的な啓発を実施する。
・保健室での個別指導の強化
・掲示物を利用した啓発活動を行う

・アンケートで、｢早寝・早起き・
朝ごはんなどを守っている｣と回
答した児童の割合が75%を上回
る
・歯科受診勧告書の提出率を
経年比較し、受診率が昨年度(1
～4年は54% 5･6年は38%)を上
回る

B

(成果)
・児童のアンケートより、「朝ごはんを食べている」については92%
が「はい」と回答（前年度92%、前年度と同等）。「朝ごはんを食べ
る」ということについては、定着しつつあるとみられる。
・歯科受診率は、1～4年は60％前後、5･6年は40％台と目標を
達成。
(課題)
・「早寝・早起き」については64%（前年度70%）、「早寝・早起き」に
ついてはまだまだ定着していない。
・歯科については受診率は目標を上回ったとはいえ、まだ改善
の余地があると考えられる。

(課題改善)
・『早寝早起き』にスポットを当てた指導や啓発を行い、
基本的生活習慣の定着につなげていく。
・受診率をさらにあげるよう啓発を行い、また口腔内の
健康を保持するための指導を進める。

・歯科、眼科健診は今後の成長にとって、
とても大切。口腔内指導をはじめ、更なる
充実を期待する。
・朝ご飯をしっかりと食べてこれるように家
庭への更なる呼びかけも必要。

（６）保健体育教育

・体育施設、備品の充実をは
かり、活動しやすい環境を整
える。
・児童の体力・運動技能の向
上を目指し、授業内容の改善
を図る。

・各単元が始まる前に備品や消耗品の
チェックを行う。
・備品を整理するために、どこに何がお
いてあるかわかるように視覚的な工夫を
する。

・ゴール型であるタグラグビーの研修を
行う。それにより、全教師が効果的に学
習をを進めることができるよう研修会を
開く。
・授業作りに関する本を配布し授業研究
に生かす。

・学校評価児童アンケートの「運
動場や体育館は体育をする場
所として使いやすかったか」「学
校の道具や器具が壊れたとき、
すぐに修理してくれていると思
いますか」で「はい」「どちらかと
いえばはい」の割合が昨年度を
上回る。
・教職員用内部アンケートで、
「体育のミニ講座は授業作りに
役立ったか」「体育の授業作り
に関して本を生かして授業研究
に取り組んだか」「教材教具設
備は使いやすかったか」で「は
い」「どちらかといえばはい」の
割合が６５％を上回る。
・授業内容の改善について向上
的記述が増える。

B

(成果)
・タグラグビーの研修を行った。多くの先生方に参加していただき
体験しながら研修することができた。
・学校評価児童アンケートの項目で、①「運動場や体育館は体
育をする場所として使いやすかったか」は89％、②「学校の道具
や器具が壊れたとき、すぐに修理してくれていると思いますか」
は70％だった。昨年度は①が88％、②が70％だったので、ほぼ
同等な結果となった。
・教職員用内部アンケートの項目で、「体育のミニ講座は授業作
りに役立ったか」が100％、「体育の授業作りに関して本を生かし
て授業研究に取り組んだか」が65％、「教材教具設備は使いや
すかったか」が78％であった。
・教職員アンケートの改善についての記述で、以下の向上的意
見があった。
○学年で１時間１時間そろえてやったので、授業作りの基礎基
本が学べた。
○単元を立てて計画的に授業ができた。
○運動量の確保、良い点を全体で共有できた。
○サーキットにチャレンジできた。
（課題）
①体育倉庫の整理がまだ実施できていないのと、使い終わって
から泥がついたままだったり、元の場所に戻されてなかったりと
体育倉庫の整頓ができていなかった。
教職員アンケート結果より
②教材研究が手薄になってしまった。
③思考・表現の評価に迷った。
④体育が苦手な児童に対する手立てがまだうまくできていない。

（課題改善）
①体育倉庫の物の整頓を行い、今年度中に状況を改
善できるようにする。改善策として、教具の配置の仕
方、視覚的な掲示などをすることで、整頓を行っていく。
②学年で教材研究を考えていけるように促す。
③思考・表現を評価するにあたり、ワークシートの使用、
工夫を考えていく必要がある。←思考・表現は授業内で
評価してしまうことが難しいため。
④学年に配布している教材の利用や学年で相談してい
くなどして検討していく。

・児童数のわりに運動場や体育館が狭い
問題があるが、色々と工夫して取り組ん
でいることが分かる。
・体育施設・備品の整備・保管について
は、配置図面、保管一覧表、整備方法な
どマニュアルを作成し、見えるようにして
いかなければならない。その際、使い勝
手も考えて工夫するとより管理しやすの
ではないか。管理は笹ポーターも対応可
能かと思う。

（７）人権・同和教育

人権・同和に関する問題や児
童が抱える問題の対応につ
いて職員で情報を共有する。

・職員研修を実施し、人権・同和問題へ
の理解を深める。
・学級づくり研修会を通して、配慮を要す
る児童への関わり方について職員間で
情報交換を行い、相談し合う機会を設け
る。
・人権同和参観で、LGBTに関する人権
課題を取り上げ、授業や授業後の懇談
会を通して、家庭への啓発を図る。

・学校評価児童アンケートの「あ
なたがこまったときに先生は相
談にのってくれますか」で「は
い」「どちらかといえばはい」の
割合が９０％を上回る。
・学校評価教師アンケートの「本
校の教師は悩みや不安を抱え
ている児童の相談にのってい
る。」で「はい」「どちらかといえ
ばはい」の割合が９０％を上回
る。 B

（成果）
・学校評価教師アンケートの「本校の教師は悩みや不安を抱え
ている児童の相談にのっている。」で肯定的な意見が１００％（昨
年度１００％）であった。
・学級作り研修会では、学級経営に関するさまざまなアイデアを
もらえるいい機会になった。
・人権教育参観では普段なかなか考えないようなテーマについて
学習できた。
・性的マイノリティの研修を継続して行うことで、全職員で共通理
解することができた。
（課題）
①学校評価児童アンケートの「あなたが困ったときに先生は相談
にのってくれますか」で、肯定的な意見の割合が８９％（昨年度
の９１％）で昨年度とほぼ同等であった。
②授業時数の確保や、インフルエンザ等の流行を考慮して、仲
間づくり集会の実施方法を工夫していく必要がある。
③学級づくり研修会を、研究推進部と協力して進めていく必要が
ある。

（課題改善）
①児童の悩みに対しての取り組み方について、学級づ
くり研修会などを活用し、引き続き向上に努めていく。
②仲間づくり集会を、年２回に減らし、発表学年を３～６
年生とする。事後指導を充実させるため、今年度集約し
た事後指導の取り組みを共有する。
③学級づくり研修会を、年１回とし、ミニ講座の枠の中で
行う。内容は、学級経営（学級目標や関係づくりなど）に
関することや、実際に教室を回りながら、掲示を学ぶこ
となどとする。

・教科が増える中で、時間の捻出も大
変になってくるが、重要な教育なので、
やり方の工夫等で取り組んでほしい。
・“思いやりの心”がしっかりと持てる
笹っ子を期待している。
・人権や同和に関する研修は何回も繰
り返さないと実のある内容にならない。
時間的に厳しいかと思うが、積極的に
取り組んで欲しい。

（８）特別支援教育

インクルーシブな社会の構築
に向け、各学級の配慮を要す
る児童や特別支援学級在籍
の児童、通級による指導を受
ける児童についての理解を深
め、思いやりの心を育て、助
け合って共に生きようとする
人間性豊かな子どもを育て
る。

・教育のユニバーサルデザイン化を推進
し、基礎的環境整備を図る。チェックシー
トを作成し、学校全体で共通理解して取
り組む。学校全体で「意識できていない」
項目に着目し、改善策を検討する。
・支援教育研修会で各学級の配慮を要
する児童や特別支援学級在籍の児童、
通級による指導を受ける児童について
の理解を深める。
・各学級の配慮が必要な児童に対し、ど
のような合理的配慮を行うとよいか、
様々なケースから具体策を検討する研
修を行い、日々の実践にいかす。
・各学級の配慮が必要な児童について、
校内の支援の流れを整備する。

・教育のユニバーサルデザイン
化チェックシートの項目で学期
ごとにチェックし、学期を追うご
とに「意識できている」が増え
る。
・学校評価児童アンケート、「ク
ラスで弱い立場の友だちや、苦
手なことをがんばっている友だ
ちをささえられていますか。」の
項目で向上的な回答の割合が
８０％を超える。(昨年度、84％）

A

（成果）
・教育のユニバーサルデザイン（UD)化シートを作成し、全校で共
通理解して進めることができた。
・ユニバーサルデザイン化チェックシートの２０項目の内14項目
で、「意識できている」という回答が増えた。
・配慮が必要な児童について、部会やケース会議などで、手立て
や方向性を話し合い支援体制を組むことができた。
・特別支援学級在籍児童や通常学級で配慮が必要な児童の現
状を、研修を通して、全職員で把握し、情報を共有することがで
きた。
・各学級の配慮が必要な児童について、校内の支援・相談の流
れについて整理し、研修会で共有できた。
・Ｂ）児童アンケートより
「クラスで苦手なことを頑張っている友だちを応援できています
か」　について肯定的な回答が８９％と昨年度を上回った。（昨年
度の質問項目は「クラスで弱い立場の友だちや、苦手なことをが
んばっている友だちをささえられていますか。」肯定的な回答８
４％）
（課題）
・研修会においては、支援に必要な児童についての情報を共有
することができたが、日々の中で「他学年の子どもの様子が見え
にくい」という実態があった。
・ユニバーサルデザイン化の具体例についての発信、共有化が
図れなかった。

（課題改善）
・研修については、内容を精査して、必要な情報につい
て伝えられるようにする。
・ＵＤ化の具体例について共有する。そして、チェック
シートの内容についても検討する。
・教育のＵＤ化についても研究推進部と連携して進めて
いく。
・各学級の支援の必要な児童について、毎月の部会
（校内委員会）において整理・報告し、各学年におろすこ
とで全職員で共有できるようにする。

・教育のＵＤ化もとても大切。チェックリ
ストを活用し、それぞれの目標に向け
て進めていってもらいたい。
・まずは教師間の情報共有を今まで以
上にしてほしい。
・児童がお互い助け合う気持ちが持て
るクラス作りを期待する。

（９）特別活動

・多様な他者と協働する様々
な集団活動の意義や活動を
行う上で必要となることにつ
いて理解し、行動の仕方を身
に付ける。
・集団や自己の生活、人間関
係の課題を見いだし、解決す
るための話し合い、合意形成
を図ったり、意思決定したりす
る。
・集団や社会における生活及
び人間関係をよりよく形成す
るとともに、自己の生き方に
ついての考えを深め、自己実
現を図ろうとする態度を養う。
・児童の自発的、自治的な活
動を通して、学級経営を充実
させる。

・学級活動を中心として話し合い活動を
行い、児童が積極的に学校をより良くす
るために行動や発言していくようにする。
そのために、笹原小学校としての話し合
いの型を作り、どのような学年の児童が
集まっても同じ話し合いができ、合意形
成できるようにする。(委員会、高学年用
の型は活用されているので、低学年用
の話し合いの型を作成する）
・代表委員会において、学級代表や各
専門委員会の委員長とともに児童会活
動を活性化する取り組みを考え、発信し
ていく。
・委員会活動、クラブ活動、縦割り遊び
など、異学年交流を充実させる。
・児童朝会を年間8回行い、児童会の
日々の活動を全体に呼びかける。

・学校評価のアンケート「委員会
活動を計画的に行えたか」「クラ
ブ活動を計画的に行えたか」で
昨年度より向上的な回答が増
える。
・特別活動の年間計画に基づ
き、毎回の指導内容を考え、そ
れを実践できたかを委員会・ク
ラブ活動の進め方や日誌をもと
に委員会、クラブ活動の充実を
図る。

B

（成果）
・教職員内部アンケート「クラブ活動を計画的に行えたか」で肯定
的な意見が86（前年度90％）で前年度と同程度であった。
・委員会、クラブの指導内容を考え、活動の充実を図ることがで
きた。
・話し合いの型を作成していくために、特別活動・学級会（話し合
い活動）研究部を発足することができた。
・児童朝会、児童集会（笹っ子レクリエーション）共に計画的に行
うことができた。
（課題）
・教職員内部アンケート「委員会活動を計画的に行えたか」で肯
定的な意見が79％（前年度94％）で昨年度を下回った。
・委員会活動やクラブ活動の精選を図ることにより、教職員の業
務改善を図る必要がある。
・各学級で行っている学級活動の授業形態を統一させることに
よって、特別活動教育の質を向上させる必要がある。

（課題改善）
・業務改善推進委員会の提案を受け、いくつかの業務
の精選をすることができたが、まだ検討した上で改善し
ていく余地が残っている。そのため、職員向けのアン
ケートを実施し、クラブ活動や児童会活動に対する状況
把握を行い、来年度以降改善をしていく。

・児童の自発的、自治的な活動はこれ
からの子どもたちの成長にとって重要
なこと。
・「笹小としての話し合いの型」を作る
際に、多くの関係者の意見を聞いて取
り入れることも大切。
・特別活動には、コミュニティスクール
を活用する手もある。話し合いながら
一緒に改善できればと思う。

（10）情報管理

ICT機器を活用し、わかりやす
い授業作りに努める。
USBメモリ等の情報管理方法
について全職員で周知徹底
をはかる。

・パソコンルームや情報機器についての基本
的な使い方についての研修会を実施するとと
もに、タブレット端末の使い方の研修を行う。
・情報機器を整理し、どこに何があるかわかり
やすいようにする。
・プログラミング教育の基本的な取り組みにつ
いて研修を行い、周知を図る。
・USBメモリの管理表を作成し、適切に使用す
る。
・個人情報の取り扱いについて年度初め等定
期的に注意喚起を行う。

・教育の情報化の実態等に関する
調査で昨年度より向上的回答が増
える。（昨年度75％）
・①学校評価教師アンケートの「本
校は児童・保護者の個人情報の保
護に努めている。」で昨年度より向
上的な回答の割合が増える。②保
護者アンケートの「学校は子ども・保
護者に関する個人情報を適切に保
護していますか。」で昨年度を下回
らないようにする。（昨年度①97％
②84％）

A

（成果）
・プログラミング教育についての研修を行うことができた。
・タブレット端末40台の導入に伴い、使い方の研修を行うことが
できた。
・学校評価教師アンケートの項目「本校は児童・保護者の個人情
報の保護に努めている。」で肯定的な意見が97％（前年度97％）
と前年度と同等であった。
・学校評価保護者アンケートの項目「学校は子ども・保護者に関
する個人情報を適切に保護していますか。」で肯定的な意見が
80％（前年度84％）、否定的な意見が2％（4％）と前年度とほぼ
同等の中、否定的な意見が減った。
（課題）
①学校評価教師アンケートの項目「本校の教師は情報機器を活
用し、分かりやすい授業づくりに取り組んでいる。」で肯定的な意
見が97％（昨年度100％）であった。

（課題改善）
①情報機器の使い方の研修は行ったものの、日常的に
使うことができるように、環境を整えていくとともに、使用
方法を教職員全体に発信していく。

・ＩＣＴ、情報機器の使用は今後ますま
す進む。情報流出や危機管理など、新
たなリスクもある。情報管理の方法や
重要性について早期にまとめていくこ
とが必要である。
・環境整備が整えば児童のためにもよ
い。
・ＵＳＢ管理等、コンプライアンスには
事故無きよう、徹底して欲しい。

（11）保護者・
地域との連携

学校通信に加え、ホームページ
やメール配信を活用し、学校から
積極的な情報発信を行う。
学校行事、地域行事などを通し
て、地域、コミュニティスクールと
の関係を深めていく。

・多くの教職員がホームページを更新できるよ
う研修を行い、チェックシートを活用してどの
学年も情報を発信していく。
・地域行事等に可能な限り教職員が参加でき
るよう呼びかける。

毎月、学校通信・学年通信を発
行する。
各学年の学びの具体的な様子
を毎月１回程度ホームページで
公開する。

A

(成果）
・１月にリセットした閲覧カウンター数も日々上昇し、HPへの関心
がうかがえる。
・「学校は「学年だより・笹小だより」やHPなどで教育活動の様子
を保護者に伝えていますか。」（保護者96%　昨年度と同等）
・「学校は保護者や地域の方が授業や懇談会に参加する機会を
十分に設けていますか。」（保護者94%　昨年度と同等）
・「学校は保護者や地域の方と協力して、学校教育や社会教育
を行っていますか。」（保護者86%→88%）
・地域行事への参加や笹ポーターによる学校支援等により、地
域との連携が深まった。
・各学年月１回のホームページ更新率は7割程度であった。（昨
年度58%）
（課題）
①学年によりHP更新頻度や内容に差がある。

（課題改善）
①情報部会等で更新状況を把握し、差異が大きくなりす
ぎないよう、調整を図る。

・現在、充分な情報発信がなされてい
る。今後は内容の充実など図っていく
ことを期待する。
・学校を知る上でＨＰでの情報公開は
必須。学年でなるべく差が出ないよう
に、各学年で分担や担当制など工夫し
て取り組んで欲しい。
・コミュニティスクールも動き出し、充実
させていきたい。

（12）施設・設備

児童が安全に学校生活を送れる
よう、修繕・改修すべき施設・設備
がないか確認する。
既存の施設を安全に使えるよう、
また、新しい施設を快適に使える
よう児童に指導していく。

安全部、技能員と連携して迅速な対応を行
う。

毎月の安全点検を行うとともに
各学期１回、安全指導を行う。

B

（成果）
・修繕可能な場所は、速やかに対応することができた。
・「学校は学習の場として、子どもが活動しやすい環境を整えて
いますか。」（保護者90%→91%）
（課題）
①改修工事中による未修繕箇所があること。
②清掃が広範囲に及ぶことから、清掃指導が行き届いていると
言い切れない。

（課題改善）
①修繕に関しては、可能な限り迅速に対応していく。
②共用部分の清掃指導については、清掃部と連携し、
割り当ての工夫を行う。

・大規模改修で南校舎も良くなる。維
持管理を更にお願いしたい。
・清掃については、コミュニティスクー
ルでも取り組み事項になっており、協
力して進めていきたい。
・施設、設備の安全点検・管理は今後
も必ず定期的に実施されるように希望
する。

学校関係者評価総括　　

次年度に向けた重点的な改善点
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地域の者として、学校の課題、目標がいろいろと見えてきてよかった。今後はいろんなツール・手法を使って課題解決に進んでいくべきかと思う。

③学習面や行動面で個別支援の必要な児童の情報共有を推進するとともに基礎的環境整備の充実、合理的配慮の提供に努める。

④一人ひとりの子どもにたくましく生きる力やお互いを思いやる心を培うキャリア教育と道徳教育を推進する。

⑤教員の情報機器の活用能力の向上をはかり、よりわかりやすい授業作りに努める。

②災害からの身の守り方や交通ルールなど校内外での安全な過ごし方の指導を徹底するとともに、職員・地域・保護者で連携をはかり、子どもたちの安全を守る。
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令和元年度　学校評価総括表　　伊丹市立笹原小学校                                                                                                   

教育目標 心身豊かに学び合う子どもの育成

Ⅰ学び合いの学校づくり

①教育目標の具現化に向けて、学校評価検討委員会及び学校運営協議会を計画的に開催し、課題を共有して組織的改善に取り組む。

②伝え合いひびき合う学びを目指して、「聴く力」「話す力」「話すための書く力」を中心としたコミュニケーション能力を各学年で系統的に指導し、基礎・基本の定着をはかる。

・地域連携の要となりつつある「笹ポーター」制度の運営をより組織的に編成し、学校運営との接続を図っていくこと。
・児童の自尊感情を高めることについて、全体で共通理解を図り、引き続き取組を推進すること。

項目

①不登校・いじめ・問題行動の未然防止・早期発見・即時対応に努め、家庭や地域、学校運営協議会、関係機関と連携した取り組みを進める。

③学校だよりやホームページ、保護者向け一斉メール配信等を活用して、積極的な情報発信を行うとともに、情報管理を徹底する。

⑥無言清掃を行い、「きれいにしよう」とする意思・能力・態度を育て、掃除時間が自分を磨く時間となるよう指導する。

⑦学校生活のきまりについて全職員が共通理解をはかりつつ指導にあたる。
重点目標

⑧楽しく安心して運動に取り組むことができるよう指導する。

学

力

の

向

上

Ⅱ開かれた学校づくり


